
　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
１
３

年
度
「
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
３
次
）」

の
中
で
「
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
」
を
掲
げ
、「『
使
え
る
英
語
力
』

の
育
成
」「
豊
か
な
国
際
感
覚
の
醸
成
」「
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
の
涵
養
」
の

実
現
に
向
け
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
。指
導
部
国
際
教
育
推
進
担
当
の
瀧
沢

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

　

高
校
教
育
に
か
か
わ
る
主
要
事
業
の
１

つ
が
、「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
と
「
英

語
教
育
推
進
校
」
だ
。「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル

10
」
は
、
次
代
を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事

業
で
、
10
校
の
都
立
高
校
・
中
等
教
育
学

校
を
指
定
。
一
方
、「
英
語
教
育
推
進
校
」

佳
宏
課
長
は
そ
の
目
的
を
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
東
京
都
は
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者
と
と

も
に
、
定
住
す
る
外
国
人
も
多
く
、
２
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
機
に
、そ
の
状
況
は
加
速
す
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
、
自
己
実
現

す
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

18
年
２
月
に
は
、「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
計
画
'20
」
を
策
定
。
そ
こ
で
は
、

東
京
の
未
来
と
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
材

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
描
い
た
上
で
、

生
徒
・
教
師
の
英
語
力
、
国
際
交
流
に
関

す
る
目
標
を
設
定
し
、①
授
業
の
質
を
高
め

る
、②
学
ぶ
時
間
・
機
会
を
増
や
す
、③
学

ぶ
意
欲
を
高
め
、学
び
続
け
る
と
い
う
３
つ

を
取
り
組
み
の
方
向
性
に
掲
げ
、20
の
施
策

を
示
し
た
。
そ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
事
業

と
し
て
、
人
材
配
置
、
教
材
の
開
発
・
提
供
、

研
修
の
実
施
を
充
実
さ
せ
て
い
る
（
図
１
）。

　
「
英
語
教
育
改
革
で
は
『
話
す
』
力
の
育

成
に
注
目
が
集
ま
り
や
す
い
で
す
が
、
東

京
都
が
育
成
を
目
指
す
の
は
社
会
で
『
使

え
る
英
語
力
』
で
す
。
新
学
習
指
導
要
領

で
も
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
た
言
語
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら
課

題
を
設
定
し
、
方
策
を
話
し
合
う
タ
ス
ク

ベ
ー
ス
の
授
業
が
さ
ら
に
実
践
さ
れ
る
こ

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

国
際
教
育
推
進
担
当
課
長

瀧
沢
佳
宏
　
た
き
ざ
わ
・
よ
し
ひ
ろ

東
京
都
立
両
国
高
校
副
校
長
、
東

京
都
教
育
庁
指
導
部
、人
事
部
、
都

立
学
校
教
育
部
等
を
経
て
、
現
職
。

人
材
配
置
、教
材
提
供
、研
修

を
柱
に
授
業
改
善
を
支
援

特別企画

英
語
教
育
改
革

社会の激しい変化を受け、学校教

育の一層の充実が求められる中、

教育委員会の後押しがますます重

要となっている。そこで、本コーナー

では、多様な学校を有する東京都

の取り組みを紹介していく。第１

回のテーマは、英語教育改革だ。

2020 年の東京オリンピック・パラ

リンピックを好機の１つとして展開

する「使える英語力」の育成に向

けた施策とは？

都教委の挑戦
生
徒
が
英
語
４
技
能
を
使
う
環
境
を

学
校
内
外
で
様
々
に
整
備
し
、

「
使
え
る
英
語
力
」を
育
む

教育委員会
の
施策

第 1 回

生
徒
が
授
業
で
４
技
能
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
よ
う
に

＊１　JET─ALT は、語学指導等を行う外国青年招致事業（JET プログラム）で雇用した ALTのこと。Non─JET ALT は、自治体などが独自に雇用した ALTのこと。
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は
、
都
立
高
校
の
英
語
教
育
を
先
導
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
40
校
の
都
立
高
校
・

中
等
教
育
学
校
を
指
定
し
た
。
指
定
校
に

は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
│

Ａ
Ｌ
Ｔ（
＊
１
）の
２
人
配
置
、

英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
を
活
用
し
た

英
語
４
技
能
調
査
、
ベ
ネ
ッ
セ
の「O

nline 
Speaking T

raining
」（
以
下
、Ｏ
Ｓ
Ｔ
。

＊
２
）
の
導
入
な
ど
、
生
徒
が
４
技
能
を

使
う
場
面
が
増
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

新
規
事
業
実
施
の
際
に
留
意
し
て
い
る
の

は
、
事
業
を
各
校
の
教
育
課
程
に
応
じ
た

も
の
に
す
る
こ
と
だ
。

　
「
学
校
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
て
事
業
を
計

画
し
ま
す
が
、
実
施
が
決
定
す
る
の
は
年

度
末
に
な
る
た
め
、
年
度
途
中
で
の
導
入

と
な
り
ま
す
。
各
校
を
訪
れ
て
事
業
内
容

を
説
明
し
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育

課
程
に
事
業
を
ど
う
組
み
込
む
の
か
を
一

緒
に
考
え
る
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

　

事
業
が
さ
ら
に
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
、

教
員
研
修
に
も
力
を
入
れ
る
。
教
員
の
海

外
派
遣
研
修
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
＊
３
）

を
学
ぶ
場
と
し
、
受
講
者
に
は
、
自
身
が

学
ん
だ
指
導
法
を
帰
国
後
に
校
内
や
地
区

に
広
め
る
役
割
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
小
学
校
の
英
語
教
科
化
に
よ
っ
て
、小
・

中
・
高
で
の
一
貫
し
た
英
語
教
育
が
一
層

重
要
に
な
り
ま
す
。研
修
で
は
、校
種
を
超

え
た
教
師
の
交
流
の
場
も
設
け
、互
い
の
指

導
を
知
り
、
12
年
間
の
連
続
性
を
意
識
で

き
る
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
） 

　

国
内
研
修
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
の
講
座
や
、

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
を
用
い
た
授
業
づ
く
り
の
講

座
な
ど
、
事
業
と
関
連
し
た
研
修
も
行
う
。

　　

今
後
力
を
入
れ
る
施
策
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
国
内
で
の
国
際
交
流
だ
。
高

校
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

日
本
に
い
な
が
ら
海
外
留
学
に
近
い
経
験

が
で
き
る
よ
う
、
外
国
人
留
学
生
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、18
年
度
、

国
際
交
流
に
関
す
る
情
報
を
一
元
化
し
、

学
校
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
「
国
際
交
流

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
新
設
。
同
９
月
に

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
常
駐

す
る
体
験
型
英
語
学
習
施
設
「T

O
K
Y
O
 

GLO
BA
L GA

T
EW
A
Y

」
を
開
設
し
た
。

　
「
多
様
な
人
々
と
対
話
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、

実
際
に
そ
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
外
国
人
と
直
接
交
流
す
る
意
義
が

一
層
高
ま
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。多
様
性
を

理
解
し
、
寛
容
性
を
高
め
て
、
他
者
と
良

好
な
関
係
を
築
く
力
を
、
子
ど
も
た
ち
に

育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

　

ま
た
、
中
学
・
高
校
の
英
語
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
に
向
け
、
高
校
入
試
に
お
け

る
英
語
４
技
能
評
価
に
つ
い
て
、有
識
者
や

校
長
ら
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検

討
を
始
め
た
（
図
２
）。
現
段
階
で
は
、「
話

す
こ
と
」の
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
英
語

の
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
を
前
提
と
し
、

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
内
容
の
担
保
、

活
用
す
る
試
験
の
一
本
化
、
受
験
回
数
は

各
受
験
者
１
回
と
い
っ
た
方
向
性
だ
。

　
「
中
学
校
ま
で
に
身
に
つ
け
た
英
語
力

を
、各
高
校
の
特
色
あ
る
教
育
に
よ
り
、自

校
が
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
て

卒
業
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
上
で
、高
校
の

英
語
入
試
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
入
学
│

教
育
課
程
│
卒
業
と
い
う
一
貫
し
た
ポ
リ

シ
ー
の
下
、英
語
教
育
の
充
実
と
い
う
視
点

で
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

高
校
入
試
で
の
英
語
４
技
能

評
価
の
検
討
に
着
手

図１　東京都の英語教育に関する主な事業（抜粋）

図２　東京都立高校入試英語検査改善の想定スケジュール

事業名 開始年度 概要

次世代リーダー
育成道場 2012 高校生の海外留学を支援する制度。より実りのある留学となる

よう、事前・事後研修も実施。年間 200人を派遣。

教員の
海外派遣研修 2014

中学校・高校の英語科教員を英語圏の国に約３か月間派遣。
ホームステイをしながら現地の大学に通い、英語を母国語と
しない人に対する英語教授法のTESOL（＊３）を学ぶ。年間
140人を派遣。2016 年度からは小学校教員にも拡大。

授業改善に向けた
4 技能評価の導入 2016 「東京グローバル10」及び「英語教育推進校」に対して、英語

の資格・検定試験を活用した生徒の4技能の英語力調査を実施。

オンライン
英会話学習 2016

タブレット端末を使ったオンライン英会話学習（ベネッセの
「Online Speaking Training（＊２）」）を、「東京グローバル10」
の全校、「英語教育推進校」のうち12 校に導入。１回 30 分間、
月３回、主に２年次で実施。

東京都英語村
「TOKYO GLOBAL 
GATEWAY」の整備

2018
小学生～高校生が利用できる体験型英語学習施設。日常生活
を想定したやりとりを英語でするプログラムや、英語で様々な分
野を学ぶプログラムがある。

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成。

年
度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

都（
高
校
入
試
）
＊「東京都立高等学校入学者選抜英語検査改善検討委員会報告書」（2017年12月）を基に編集部で作成。

調査
研究

フィージ
ビリティ
調査

プレテスト　→　一部実施　→　拡大実施

公表・周知

＊２　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットのテレビ電話を使って、ネイティブスピーカーと１対１での英会話練習ができるサービス。　＊３　Teaching 
English to Speakers of Other Languages の略。英語を母国語としない人を指導するための教授法。第二言語習得理論、語彙・文法・発音などの教授法、カリキュラム、
指導案、評価法などを学ぶ。

 Oc tober  201849

Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 48頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
09/20
南部

念
校
10/02
藤原 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 49頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
09/20
南部

念
校
10/02
藤原

再
念
校
10/04
藤原 - -/-

- - -/-
-

P48-51_view21koukou-10g.indd   49 2018/10/04   11:35



　

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校
は
、

教
育
理
念
に
「
立
志
・
開
拓
・
創
作
」
を

掲
げ
、「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
、
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
感
性
及
び
高

い
語
学
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒
」
を
、
育

て
た
い
生
徒
像
の
１
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
英
語
教
育
で
は
６
年

間
の
系
統
的
な
指
導
を
展
開
し
、
英
語
を

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
力
を
育
ん
で
い

る
。
土ひ

じ
か
た方
賢
作
副
校
長
は
、
同
校
の
英
語

教
育
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
授
業
は
、
生
徒
が
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
使
え
る
よ
う
な
展
開
と
し
、
自
分
の

意
見
を
言
う
場
面
を
随
所
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
教
師
は
基
本
的
に
英
語
で
授
業

を
進
め
ま
す
が
、
低
学
年
ほ
ど
そ
の
点
を

意
識
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

指
導
の
軸
と
な
る
の
は
、１
人
１
家
庭
に

２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
中
学
３
年

次
の
海
外
語
学
研
修
と
、
連
携
校
に
お
い

て
英
語
で
課
題
研
究
の
発
表
な
ど
を
行
う

高
校
２
年
次
の
海
外
修
学
旅
行
だ（
図
３
）。

　
「
現
地
の
人
と
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
、生
徒
に
と
っ
て
英
語
学
習
の
強
い

動
機
づ
け
に
な
り
、教
師
に
と
っ
て
は
発
信

型
の
授
業
を
す
る
必
要
性
へ
の
共
通
理
解

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
」（
土
方
副
校
長
）

　

そ
う
し
た
国
際
理
解
教
育
が
評
価
さ
れ
、

同
校
は
東
京
都
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」

に
15
年
度
か
ら
２
期
連
続
で
指
定
さ
れ
た
。

都
教
委
の
支
援
を
受
け
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
４
人
体

制
（
＊
１
）
と
し
、
16
年
度
か
ら
は
Ｏ
Ｓ

Ｔ
（
＊
２
）
を
実
施
す
る
な
ど
、
４
技
能

を
育
成
す
る
た
め
の
環
境
が
よ
り
充
実
し

て
い
る
と
、
久
保
静
生
副
校
長
は
語
る
。

　
「
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
他
校
の
視

察
の
機
会
が
増
え
、
そ
れ
ら
も
動
機
づ
け

と
な
っ
て
、
教
師
の
指
導
力
向
上
が
さ
ら

に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
も
、
授
業
で

英
語
を
使
う
環
境
が
よ
り
充
実
し
た
こ
と

で
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の
参
加
な
ど
、

学
内
外
で
英
語
を
使
う
こ
と
に
積
極
的
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

副
校
長

久
保
静
生
　

く
ぼ
・
し
ず
お

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

副
校
長

土
方
賢
作
　

ひ
じ
か
た
・
け
ん
さ
く

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

石
澤
昌
大
　

い
し
ざ
わ
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
英
語
科
。

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

◎
東
京
府
立
第
五
中
学
校
と
し
て
創
立
。
２
０
０
６

年
、
中
等
教
育
学
校
と
し
て
開
校
し
、
中
高
一
貫
校

化
。「
小
石
川
教
養
主
義
」「
理
数
教
育
」「
国
際
理
解

教
育
」
を
柱
と
し
、
教
育
活
動
を
展
開
。
２
０
０
６

年
か
ら
３
期
連
続
で
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
。
15
年
度
か
ら

２
期
連
続
で
、
東
京
都
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、

一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
80
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

４
０
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

http://w
w
w
.koishikaw

achuto-e.
m
etro.tokyo.jp/site/zen/

「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
指
定
を

機
に
、
英
語
教
育
が
一
層
充
実

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

６
年
間
の
系
統
的
な
指
導
と
、生
徒
が

４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
う
授
業
を

通
じ
て
、「
使
え
る
英
語
力
」を
育
成

学校現場
の
実践

図３　英語教育の主要な活動

１
年
次
レシテーション
コンテスト

“The Three Little Pigs”（三匹の子豚）の絵本
を、ジェスチャーや擬音、歌を織り交ぜながら
暗唱する。

２
年
次

国内語学研修

都内の宿泊施設で２泊３日、生徒８人にネイティ
ブスピーカー１人がつき、英語漬けの３日間を
送る。ホームステイで行われる日常会話に加え、
数学や理科、体育などの授業を英語で受ける。

スキット
コンテスト

各クラス２班が代表となり、テーマに沿ったス
キットを、身振り手振りを交えて発表。

３
年
次

オーストラリア
海外語学研修

夏季休業中に２週間、１人１家庭にホームステイ
をしながら、現地校に通い、英語を学ぶ。

リサーチ＆プレ
ゼンテーション
コンテスト

海外語学研修中に疑問を持って調べたことを、
帰国後、各自の仮説・検証・結論を英文でまとめ、
プレゼンテーションソフトで発表する。

４
年
次

スピーチ
コンテスト

冬季休業中の宿題として書いた400words の原
稿をスピーチする。

英語による
論文作成

「小石川フィロソフィー」（＊３）で取り組む課題
研究について、希望者は英語で論文を執筆。

５
年
次

シンガポール・
マレーシア
海外修学旅行

２月に４泊５日で実施。シンガポールでは連携
校４校に 40人ずつ分かれて訪問。「小石川フィ
ロソフィー」の研究内容をポスターにして英語で
発表したり、現地の高校生とディスカッションを
行ったりして交流する。マレーシアでは、農村
を訪れ、現地の家庭と交流する。また、事前学
習として、留学生を招いたディスカッションの研
修や、マレーシア人を招いた学習会も実施。

＊学校資料及び取材を基に編集部で作成。

＊１　JET─ALT２人、Non─JET ALT ２人。　＊２　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットのテレビ電話を使って、ネイティブスピーカーと１対１での英会話
練習ができるサービス。　＊３　全校生徒が６年間を通して取り組む課題研究のこと。
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授
業
の
様
子
を
見
て
い
く
。
英
語
科
の

石
澤
昌ま

さ
ひ
ろ大
先
生
は
、
14
年
度
、
都
教
委
の

海
外
派
遣
研
修
を
受
け
て
、
指
導
の
幅
が

大
き
く
広
が
っ
た
と
言
う
。

　
「
私
自
身
、
学
生
時
代
に
コ
ミ
ュ
ニ
カ

テ
ィ
ブ
な
英
語
の
授
業
を
受
け
た
経
験
が

あ
ま
り
な
く
、
指
導
の
引
き
出
し
が
少
な

い
の
が
悩
み
で
し
た
。
そ
う
し
た
時
に
、

海
外
派
遣
研
修
で
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
＊
４
）の

多
彩
な
メ
ソ
ッ
ド
を
学
び
、
一
緒
に
研
修

に
参
加
し
た
同
僚
と
モ
デ
ル
授
業
を
し
た

こ
と
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」　

　

石
澤
先
生
の
授
業
は
、
４
技
能
を
複
合

的
に
使
う
活
動
が
中
心
だ
。
４
技
能
育
成

に
効
果
的
な
指
導
法
の
１
つ
は
デ
ィ
ベ
ー

ト
だ
と
、石
澤
先
生
は
指
摘
す
る
。テ
ー
マ

に
つ
い
て
調
べ
、原
稿
を
書
き
、相
手
の
発

言
を
よ
く
聞
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。
そ

の
一
連
の
流
れ
の
中
で
４
技
能
を
複
合
的

に
使
う
こ
と
が
、
結
果
的
に
４
技
能
の
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
育
成
に
つ
な
が
る
と
言
う
。

　

ま
た
、オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
問
い
を
投
げ

か
け
、自
分
の
意
見
を
書
い
た
り
発
表
し
た

り
す
る
場
も
設
け
る（
写
真
１
）。
答
え
が

１
つ
で
は
な
い
問
い
を
考
え
、他
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
で
、
思
考
力
と
広
い
視
野
を

育
む
こ
と
も
ね
ら
い
の
１
つ
と
し
て
い
る
。

　

生
徒
と
の
対
話
で
は
、
生
徒
の
発
言
を

否
定
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言
う
。

　
「
今
後
、
生
徒
は
多
様
な
価
値
観
を
持
つ

人
々
と
協
働
し
て
社
会
を
築
い
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
時
に
大

切
な
の
は
、
自
分
が
理
解
で
き
な
い
こ
と

で
も
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
聞
い
て
、
受
け

入
れ
る
こ
と
で
す
。
他
の
生
徒
が
否
定
的

な
態
度
を
取
っ
て
も
、
私
が
認
め
る
こ
と

で
、
他
者
の
価
値
観
や
考
え
方
を
受
け
入

れ
る
姿
勢
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
石
澤
先
生
）

　

同
校
は
、Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
活
用
も
積
極
的
に
進

め
て
い
る（
写
真
２
）。
生
徒
の
様
子
を
見

る
と
、英
語
が
苦
手
な
生
徒
ほ
ど
う
ま
く
活

用
し
て
い
る
と
、石
澤
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
生
徒
個
々
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持

ち
、ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
つ
け
る
の
で
、周
り

に
自
分
の
会
話
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
。講
師
は

発
音
な
ど
を
間
違
え
て
も
嫌
な
顔
は
し
ま

せ
ん
し
、言
葉
に
詰
ま
っ
た
時
に
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
ま
す
。
思
い
切
り
英
語
を
話

す
練
習
を
積
み
、
次
第
に
授
業
で
も
英
語

で
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　

講
師
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
対
話
が
楽

し
い
と
、Ｏ
Ｓ
Ｔ
を
受
講
し
た
生
徒
は
話
す
。

　
「
講
師
と
は
趣
味
な
ど
の
話
も
し
ま
す
。

自
分
が
話
し
た
い
こ
と
を
言
え
、
そ
れ
に

つ
い
て
ほ
か
の
よ
い
表
現
も
教
え
て
く
れ

る
の
で
、
自
分
だ
け
の
勉
強
に
な
り
ま
す
」

　

様
々
な
国
際
理
解
教
育
を
受
け
て
き
た

生
徒
は
、
海
外
留
学
へ
の
意
欲
も
高
い
。

　
「『
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
道
場
』
の
応

募
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
高
校
３
年
生
に
は
、
海
外
大
学
へ
の

進
学
希
望
者
が
数
人
い
ま
す
。
都
教
委
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
希
望
進
路
の
実
現
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
」（
久
保
副
校
長
）

　

海
外
留
学
者
が
帰
国
後
、
校
内
に
及
ぼ

す
影
響
も
大
き
い
。
17
年
度
「
全
国
高
校

生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」で
５
位
に
入
賞

し
た
現
高
校
３
年
生
の
４
人
の
う
ち
３
人

は
、「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
道
場
」
で
の

留
学
経
験
者
だ
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

練
習
相
手
を
探
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
テ

レ
ビ
電
話
で
練
習
試
合
を
行
う
な
ど
、
自

ら
行
動
し
て
腕
を
磨
い
て
き
た
。
そ
う
し

た
先
輩
の
姿
に
刺
激
さ
れ
、下
級
生
に
も
参

加
希
望
者
が
現
れ
、活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
中
心
の
授
業
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
だ
と
語
る
。　

　
「
教
師
は
ど
う
し
て
も
、
習
得
し
て
ほ
し

い
知
識
・
技
能
か
ら
授
業
を
展
開
し
が
ち

で
す
。
そ
の
発
想
を
転
換
さ
せ
、『
環
境
改

善
案
を
作
成
し
よ
う
』
と
い
っ
た
、『
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
』
を
軸
と
し
た
授

業
を
目
指
し
て
、
指
導
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
石
澤
先
生
）

写真１　問題演習が中心となる高校３年次の授業でも、ほ
ぼ英語で授業が進められた。最後に、問題内容に関連して、
「社会保障の条件が違う２つの国を比べて、どちらに住み
たいか」と先生が問いを出し、生徒は１分間考えた後、隣
同士で１分30秒ずつ英語で自分の意見を伝え合った。

写真２　高校２年次で行われたOSTの様子。生徒たちは
楽しそうに講師と話していた。「学習した文法を使って、言
いたいことを伝えられた時は、英語が自分のものになった
と実感できてうれしい」と感想を聞かせてくれた。

１
対
１
の
対
話
だ
か
ら
こ
そ

自
分
だ
け
の
学
び
が
あ
る

都教委の挑戦

４
技
能
を
複
合
的
に
使
い
、

自
分
の
意
見
を
表
現
す
る

＊４　Teaching English to Speakers of Other Languages の略。英語を母国語としない人を指導するための教授法。第二言語習得理論、語彙・文法・発音などの教授法、
カリキュラム、指導案、評価法などを学ぶ。
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